
他党がほぼ触れてない中で桜批判に多くの時間を割く立憲民主党と共産党。
そして週刊誌ネタを答えることを要求し国会を止める野党…
TVパフォーマンスすることが国会議員の仕事ではないのでは？

虎ノ門ニュース（2020年1月21日 DHCテレビ）
日本の安全保障政策は卑怯者の立ち位置

1月21日の虎ノ門ニュースで弁護士の北村晴男氏が「日本の安全保障政策は
言わばずっと卑怯者の立ち位置に居る。『自分達は守って下さい！だけど私
達は守りません！』というのは世間で言うと完璧に卑怯者の立ち位置で本来
は通用しない」と自分達で自国を守れない状態の日本の安全保障の現状に苦
言を呈した。
また北村氏は『9条の制約を言い訳にしているが変えないとダメ！自分の国
は自分で守れるようにすべきだし、同盟国が危機に瀕したらお互いに守りま
しょうよ。それが世界の当たり前。この当たり前のことをしないで来なかっ
たのは卑怯者の安保政策。変えるべき！」と憲法改正の必要性を訴えた。
この北村氏の主張に司会の居島一平氏や作家の百田尚樹氏だけではなく、多
くのネットユーザーが賛同する声が寄せられていた。

東北復興に野次を飛ばす野党
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2020年1月20日（安倍総理施政方針演説）


